
暦の上では春になったとはいえ、まだまだ寒い日が続いています。「早春賦」の一節「春は名のみの
風の寒さや」を思い出します。春の感じかたは人それぞれあると思います。三寒四温を繰り返す、今の
気候に春を感じるかたはいらっしゃると思います。私自身はｽｷｰ場のｹﾞﾚﾝﾃﾞの雪が解け、ふきのとうが
芽吹いているのをﾘﾌﾄの上から見付けた時、「春だな～」と感じます。感じ方は人それぞれですが、春は
一歩、一歩近づいています。今月も取り止めもない書き始めになりましたが、今回は禁断のﾃｰﾏとも
いえるｸﾚｰﾝの転倒事故について、お話したいと思います。

ｸﾚｰﾝの転倒事故の話
今年に入って特にｸﾚｰﾝの転倒事故が多く起きているように思います。下の写真は新聞やｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾆｭｰｽ
で報じられたものの切り抜きです。両方の事故ともｸﾚｰﾝの転倒による、起きてはならない死亡災害です。
この事故以外にも今年に入り、ｸﾚｰﾝが転倒したという情報を多く耳にします。
私自身も25年程ｸﾚｰﾝの整備業に携わっていることもあり、ｸﾚｰﾝ転倒時の引き起こし作業に借り出される
事があり、多くの転倒現場を見てきています。私の経験上一番に上げられる転倒原因はｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ
(過負荷)だと思います。特に今のｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞは不充分なｱｳﾄﾘｶﾞｰの張出し幅に起因するものが多く、

左の新聞記事の転倒事故もｱｳﾄﾘｶﾞｰの張出し幅が
十分確保できなったことが原因で起きたように
掲載されています。現在のﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝの多くは
ｱｳﾄﾘｶﾞｰの張出し幅や旋回方向を検出して、
ｸﾚｰﾝの作業状態にあった定格総荷重を表示し、
ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ時にｸﾚｰﾝが停止するような構造に
なっています。そのような構造になっているにも
関わらず転倒事故が起きるということは、
過負荷防止装置を解除して使用しているからでは
ないでしょうか！昔に比べ今の作業現場は
ｸﾚｰﾝのｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞにうるさくなっています。
過負荷防止装置を解除して使用することは、
時代遅れといわざるを得ません。
「ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞもｵﾍﾟﾚｰﾀｰの腕のうち」などと

思っているかたはいないと思いますが、「後少し」「経験上大丈夫だよ」「ついうっかり」などなど
心の油断が大きな災害に結びつくことは、いうまでもありません。安全装置は解除せず細心の注意を
はらい、ｸﾚｰﾝの運転を行ってください。二番目の転倒原因は、ｱｳﾄﾘｶﾞｰを張出す地盤の養生です。
通常ｸﾚｰﾝのｱｳﾄﾘｶﾞｰの各ﾌﾛｰﾄには機体重量と吊り荷重を合計した重量を分担して支えています。
この支持する力をｱｳﾄﾘｶﾞｰ反力と呼びます。このｱｳﾄﾘｶﾞｰ反力はﾌﾞｰﾑの角度・長さ・旋回方向などで
変化します。ﾌﾞｰﾑが向いた側のｱｳﾄﾘｶﾞｰﾌﾛｰﾄには一瞬にして、全重量の70%～80%に相当する
反力が加わります。ｱｳﾄﾘｶﾞｰﾌﾛｰﾄの小さな面に大きな力が加わらないように、十分な強度と安定性の
ある敷板や鉄板を敷いて荷重を分散させてください。地盤の沈下や敷板の崩れによる転倒事故も
多く見うけられます。現場の作業員に「早くｸﾚｰﾝを動かせ！」といわれても、慌てず・騒がす地盤の
養生をしっかり行ってから、ｸﾚｰﾝ作業を行ってください。
以前ﾀｲﾔの脱落事故のお話をした際、「ﾀｲﾔは命をのせている」というｷｬｯﾁｺﾋﾟｰをご紹介したと思います。
まさに「ｸﾚｰﾝﾌﾞｰﾑは命を支えている」といっても過言ではありません。
日々、転倒事故というﾘｽｸを背負い、朝早くから夜遅くまで、ｸﾚｰﾝを運転されているｵﾍﾟﾚｰﾀｰの皆様の
ご苦労は大変なものだと思います。是非安全作業を遵守されｸﾚｰﾝを運転される様お願い致します。

ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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